
第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

０歳児の定員数
【人】

87 94 94 98

・公立・私立保育所の定員数だけでは達成され
ていないものの、当該指標の目標値は待機児童
対策として実施する企業主導型保育事業の地域
枠及び認可外保育施設への委託事業による受入
数（R2:1名）も含めており、概ね達成されてい
る。

〇 保育課 1 1

１～２歳児の定
員数【人】

469 496 496 488

・公立・私立保育所の定員数の目標は、達成さ
れている。
（当該指標の目標値は、待機児童対策として実
施する企業主導型保育事業の地域枠及び認可外
保育施設への委託事業による受入数を含んでお
り、R2の実績数は8名であった。）

◎ 保育課 1 1

３歳以上児の定
員数【人】

1,115 1,213 1,213 1,229

・公立・私立保育所の定員数だけでは目標は達
成されていないものの、当該指標の目標値は幼
稚園における通年の預かり保育の利用数
（R2:216名）も含めており、受入数そのものと
しては概ね達成されている。

〇 保育課 1 1

新規・
拡充事
業

サポート
保育の推
進

・サポート保育ニーズの高まりを受け、
実施園の拡大を検討します。
・通常保育の定員拡充に合わせたサポー
ト保育枠の確保に努めます。

行政
事業者

サポート保育の
実施園数【園】

12 12 12 13
・通常保育の定員拡充が難しい状況であり、待
機児童解消等の課題とも関連し、サポート保育
実施園の拡大に至っていない。

△ 保育課 1 1

一時保育の実施
箇所数【箇所】

5 5 5 7
・現状は公立4園、私立1園で実施。
・今後、施設の改修等に合わせて実施園の拡大
を検討する。

△ 保育課 1 1

一時保育の定員
数【人】

50 50 50 70
・今後、施設の改修等に合わせて実施園の拡大
に合わせて定員の増加も検討する。

△ 保育課 1 1

一時預かり事業
の利用件数【人
日】

(新規) 4,675 4,881 7,342

・曜日毎の利用申込は概ね定員まで達している
ものの、実際には欠席する児童もあり得る状
況。
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響
も少なからずある。

△ 保育課 1 1

新規・
拡充事
業

通常保育
の充実

・保育所の新設又は既存保育所施設の建
替え等に伴う定員の拡大等により、待機
児童の解消をめざします。
・定員拡充に当たっては、各年齢の人口
の増減の動向に注視し、適切な量の確保
に努めます。

行政
事業者

新規・
拡充事
業

一時保育
の充実

・一時的に親が保育できなくなった未就
園児を対象に、保育所等で子どもを預か
るサービスを行います。
・保育ニーズに対応するため、サービス
内容や実施場所の増加について検討しま
す。

行政
事業者
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

尾張旭市保育所
整備・改修計画
に基づく修繕・
改修を実施した
園の総数【園】

(新規) 0 0 3

・公共施設等総合管理計画に基づき策定される
個別施設計画としての「保育所整備・改修計
画」は令和２年度で作成されたものの、全庁的
な施設整備の優先順位について今後調整が図ら
れるため、当該計画に基づく施設整備は進めら
れていない。

△ こども未来課 1 1

整備計画に基づ
き整備した保育
園設置のエアコ
ンの総数【台】

(新規) 6 11 28

・令和元年に策定した整備計画に基づき、年式
が古いエアコンから順次更新を行った。
令和2年度は5箇所（東部、中部、西部、藤池及
びあたごの乳児ほふく室又は保育室）の改修工
事を行った。※R2年度までの総計：11箇所

〇 こども未来課 1 1

延長（時間外）
保育の実施園数
【園】

17 17 17 17
・目標値をすでに達成しており、引き続き利用
者ニーズの把握に努める。

◎ 保育課 1 1

延長（時間外）
保育の実利用者
数【人】

(新規) 285 266 203
・目標値をすでに達成しており、引き続き利用
者ニーズの把握に努める。

◎ 保育課 1 1

休日保育
の実施

・多様な保育ニーズに対応するため、引
き続き休日保育（日曜・祝日）を実施し
ます。

行政
事業者

休日保育の実施
園数【園】

1 1 1 1
・保育所てんとう虫で実施している。
・今後も継続する。

◎ 保育課 1 1

病児・病後児保
育の実施施設数
【施設】

1 1 1 1
・あらかわ医院に実施を委託している。
今後も継続する。

◎ 保育課 1 1

病児・病後児保
育の延べ利用児
童数【人】

(新規) 402 86 475

・延べ利用児童数は、新型コロナ感染症対策の
拡大によりインフルエンザ等の感染者数の減少
に伴い利用者数も減少したと考えられる。
・医療機関側は、市民がいつでも利用できるよ
う、受入体制は整っていた。

〇 保育課 1 1

維持・
継続事
業

地域型保
育の実施

・引き続き地域型保育事業の運営を支援
します。

行政
事業者

地域型保育事業
の定員数【人】
※「通常保育の
充実」における
０歳児及び１～
２歳児の定員数
に含まれる。

77 77 77 77
・目標値をすでに達成しており、引き続き地域
型保育事業の運営を支援していく。

◎ 保育課 1 1

維持・
継続事
業

認可外保
育施設の
支援

・待機児童対策として、引き続き認可外
保育施設を支援します。

行政
事業者

支援施設の利用
者数【人】
※「通常保育の
充実」における
各定員数に含ま
れる。

12 19 10 10
・新型コロナ感染症の影響もあり、R1に比べ
て、待機児童者数も減少し、認可外保育施設の
利用者数も減少した。

◎ 保育課 1 1

新規・
拡充事
業

保育環境
の改善・
充実

・老朽化した保育所の改修等を計画的に
実施するほか、軽微な修繕については、
適宜柔軟に対応します。

行政

維持・
継続事
業

延長（時
間外）保
育の実施

・利用者ニーズの把握に努めるととも
に、引き続き延長（時間外）保育を実施
します。

行政
事業者

維持・
継続事
業

病児・病
後児保育
の実施

・市民ニーズを把握しつつ、引き続き病
児・病後児保育事業を実施します。

行政
事業者
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

保育士の
資質・専
門性の向
上

・保育士等への研修や、保育内容等の自
己評価、保育実践に関する調査研究等を
進め、保育の質の向上を図ります。

行政
事業者

研修等への参加
延べ人数【人】

900 918 598 1,100

・新型コロナウイルス感染症の影響で参加者の
人数制限や中止となる研修が多かったため、参
加人数が減少した。
・代替手段として、コロナ禍に対応したオンラ
イン研修に参加した。

〇 保育課 1 1

維持・
継続事
業

保育料の
軽減

・国、県等の動向を注視しつつ、引き続
き同時入所３人目及び１８歳から数えて
３人目以降の３歳未満の児童について、
保育料の軽減を図ります。

行政
事業者

保育料軽減の施
策数

1 1 1 1
・引き続き、同時入所3人目及び18歳から数え
て3人目以降の3歳未満の児童について、保育料
の軽減を図った。

◎ 保育課 1 1

維持・
継続事
業

保育環境
の改善・
充実に向
けた取組
の実施

・引き続き保育所において自己評価を実
施し、保育サービスの質の向上を図りま
す。また、第三者評価制度の導入を検討
します。

行政
事業者

自己評価の実施
園数【園】

15 15 15 15
・対象園全てで自己評価を実施した。
・実施の継続と合わせ、第三者評価の検討を進
める。

◎ 保育課 1 1

維持・
継続事
業

教育・保
育の提供
体制の確
保

・引き続き幼稚園、保育所、認定こども
園を通じた共通の施設型給付を行うこと
により、幼児期の学校教育、保育の確保
を図ります。

行政
事業者

計画期間中に新
たに給付を受け
た施設数【施
設】

(新規) 0 0 2
・市内では新制度へ移行した幼稚園はなし。
・市外では徐々に移行する幼稚園が出ている。

△ 保育課 1 1

維持・
継続事
業

子ども・
子育て支
援新制度
を活用し
た幼稚園
における
一時預か
り事業の
実施支援

・幼稚園が子ども・子育て支援新制度を
活用して、主に在園児を対象とした一時
預かり（幼稚園型）を実施する場合、新
制度へ円滑に移行できるよう引き続き支
援を行います。

行政
事業者

市内幼稚園への
情報提供

- - - -
・意見交換会などの機会に新制度の紹介を行っ
ている。今後も情報提供を継続する。

- 保育課 1 1

新規・
拡充事
業

子どもの
個性に応
じた学習
活動の支
援

・特別な配慮を必要とする児童生徒の学
校内の生活支援・学習支援等や体験学
習、調査活動等の補助をするため学校運
営支援員を派遣し、支援します。
・支援を必要とする肢体不自由児が安心
して学校生活を送れるように、学校運営
補助員を配置し支援します。

行政
補助員等の配置
人数【人】

25 27 21 25

・特別な配慮を必要とする児童生徒の学習活動
等を支援するため、学校運営支援員を配置し
た。また、肢体不自由児が安心して学校生活を
送れるよう学校運営補助員を配置した。
・さらに医療的ケアの必要な児童生徒の自立の
促進、健康の維持・増進及び安全な学習環境の
整備のため、看護師を派遣した。

〇 学校教育課 1 2
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

新規・
拡充事
業

子どもの
ニーズに
応じた課
外活動の
充実

地域の方を部活動指導員や部活動外部講
師として活用し、児童生徒がより部活動
に興味を持って取り組めるよう充実を図
ります。

行政
地域

学校体育・部活
動の外部講師等
を活用している
校数【校】

12 12 10 12

・地域の方を部活動指導員や部活動外部講師と
して活用し、児童生徒がより部活動に興味を
持って取り組めるように部活動の充実を図っ
た。

〇 学校教育課 1 2

不登校児童発生
率【%】

(新規) 0.79 0.96 0.23 △ 学校教育課 1 2

不登校生徒発生
率【%】

(新規) 3.62 4.02 1.8 △ 学校教育課 1 2

新規・
拡充事
業

適応指導
教室の推
進

・不登校の児童生徒を対象に、集団生活
への適応を促し、学校への復帰及び社会
的な立ち直りを支援します。
・通室が困難な児童生徒に対しては、メ
ンタルフレンドによる家庭訪問を実施し
ます。

行政
保護者

不登校児童生徒
のうち通室して
いる者の割合
【%】

9.5 6.5 7.0 10
・前年度と比較すると通室を希望する児童生徒
数に大きな変化はないが、不登校児童生徒数が
増加している。

△ 学校教育課 1 2

新規・
拡充事
業

スクール
カウンセ
リングの
充実

・各小中学校に配置されたスクールカウ
ンセラー、相談員によるカウンセリング
活動の充実を図ります。

行政

「心の教室相談
員」への相談件
数・来客数【人
／年】

(新規) 23,394 19,224 25,000

・スクールカウンセラーや相談員によるカウン
セリング活動の充実を図ったが、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止による学校休業等によ
り、「心の教室相談員」への相談件数・来客者
数は減少した。

△ 学校教育課 1 2

維持・
継続事
業

特別支援
教育の実
施

・障がいのある児童生徒が、自分自身の
能力を発揮し、将来的に自立した生活を
送ることができるよう、引き続き特別支
援教育を実施します。

行政

対象児童生徒が
いる学校への特
別支援学級設置
割合【%】

100 100 100 100
・障がいのある児童生徒が、個々の状況に応じ
た教育が受けられるよう支援した。

◎ 学校教育課 1 2

維持・
継続事
業

学校教育
における
ジェン
ダーに関
する取組

・不必要な男女の区別を行わないように
します。

行政
男女混合名簿実
施校数【校】

12 12 12 12
・学校教育において不必要な男女の区別を行わ
ないようにした。

◎ 学校教育課 1 2

維持・
継続事
業

学校評議
員制度の
実施

・学校の運営について、保護者や地域住
民等から幅広く意見を聞き、地域からの
支援や協力を得て、引き続き開かれた学
校づくりを進めます。

行政
保護者
地域

１校当たりの平
均会議開催数
【回／年】

3 3 2.8 3

・各学校の校長が推薦する人物を学校評議員と
して委嘱し、学校運営や教育活動への助言、学
校と家庭や地域社会との連携のあり方への助言
をもらう等、開かれた学校づくりを促進した。
なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、評議員会の開催回数を減らした学校があっ
た。

〇 学校教育課 1 2

新規・
拡充事
業

不登校・
いじめ等
への対応

・いじめ防止基本方針に基づき、学校、
家庭、地域連携の下、いじめの未然防止
に努めていきます。
・一人ひとりの児童生徒にとって心の居
場所となるような魅力ある学校づくりに
努めます。

行政
保護者
地域

・ネットやゲーム依存、無気力、人間関係から
くる不安、家庭環境の変化、起立性調節障がい
等の理由から、発生率が増加している。
・魅力ある学校づくりを進めるとともに、ス
クールソーシャルワーカーを配置し、家庭や関
係機関と連携していじめ・不登校事案の早期対
応・早期解決に努めた。また、心のアドバイ
ザーや心の教室相談員が子どもや保護者の相談
にのった。つくしんぼ（適応指導教室）と連携
し、不登校児童生徒の学校復帰を支援した。

4/19



第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

学校教育
における
多様な活
動の実施

・小中学校においてそれぞれの教育理念
や教育方針に基づき、引き続き創意工夫
を凝らした特色ある学校づくりに取り組
みます。

行政
地域

特色ある学校づ
くり実施校数
【校】

12 12 12 12
・小中学校12校において創意工夫をした教育活
動が展開され、地域の特性を生かした特色のあ
る学校づくりに取り組んだ。

◎ 学校教育課 1 2

維持・
継続事
業

幼児との
ふれあい
体験の実
施

・保育所等における中学生の体験学習や
学校との交流活動などにより、引き続き
児童生徒が小さな子どもと接する機会を
つくります。

行政
幼児とのふれあ
い体験実施校数
【校】

12 12 0 12

・体験学習や学校との交流活動で児童生徒と幼
児が接する機会を作ろうと試みたが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため、行うことが
できなかった。代替手段として、幼児に小学校
校庭で遊ぶ機会を作ろうと試みたが、コロナ禍
のため、行うことができなかった。中学生は幼
児に絵本を作成したが、コロナ禍のため、渡す
までに至らなかった。
・今後は、コロナ禍においての交流活動等を検
討していく。

△
保育課

学校教育課
1 2

維持・
継続事
業

職場体験
などによ
る職業意
識の醸成

・子どもの頃から勤労について関心を持
たせ、職場体験学習などを充実させ、生
徒の健全な職業意識の育成に努めます。

行政
職場体験実施中
学校数【校】

3 3 0 3

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
職場体験を実施することができなかったが、総
合的な学習の時間などにキャリア教育を取り入
れ、職業意識の育成に努めた。（学校教育課）

〇
保育課

学校教育課
1 2

子育てひろば開
設箇所数【箇
所】

9 9 9 9
・新型コロナウイルスの影響で中止とした時期
はあるが、継続して事業を実施した。（こども
課）

◎
保育課
こども課

2 1

子育てサロン開
放箇所数【箇
所】

13 13 13 13
・新型コロナウイルスの影響で中止とした時期
はあるが、継続して事業を実施した。（こども
課）

◎
保育課
こども課

2 1

維持・
継続事
業

子育てに
関する相
談・指導
体制の継
続

・こども・子育て相談において、育児や
しつけの相談・性格上の相談・養育の相
談・発達の相談・非行の相談等を実施し
ます。
・気軽に相談できるように、子育て中の
人が集まる児童館等へ相談員が出向くな
ど、積極的にこども・子育て相談を行い
ます。

行政
相談延べ件数
【件】

1,657 1,634 2,128 1,500

・新型コロナウイルス感染拡大により、養育環
境の変化が想定され、家庭における子育ての不
安や悩みを少しでも解消させようと、各種相談
窓口や市の子育て支援センター等のPRする機会
を増やした.

◎ 子育て相談課 2 1

維持・
継続事
業

子育て支
援セン
ター事業
の実施

・子育てに関する情報の提供や、育児相
談が気軽に受けられる体制づくり、子育
て家庭のニーズに応じた講座の開催など
を通して、総合的な支援窓口としての機
能を継続するとともに、関係機関におけ
る連携強化に努めます。

行政
利用延べ人数
【人】

30,555 28,673 9,368 29,344

・新型コロナウイルス感染拡大により、閉所期
間を経て、予約制・人数制限で再開したが、感
染防止のための利用控えもあり、利用者数は昨
年度の約３割まで減少した。
・R2から来所が困難な保護者に向けて「もしも
し子育てサロン（電話相談）」を実施し、相談
できる体制を整えた。

〇 子育て相談課 2 1

維持・
継続事
業

子育て広
場・子育
てサロン
の実施

・児童館・保育所それぞれに開設してい
る子育てひろば・子育てサロンにおい
て、引き続き子育て相談等の業務を実施
します。

行政
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

保育コー
ディネー
ターの配
置

・保育を希望するかたの相談に応じて、
適切な保育サービスの情報提供を行い、
待機児童の解消をめざします。

行政
コーディネー
ター設置箇所数
【箇所】

1 1 1 1
・計画どおり設置（保育課窓口）。
・今後も継続する。

◎ 保育課 2 1

維持・
継続事
業

子育て短
期支援事
業の提供
体制の継
続

・家庭での児童の養育が一時的に困難に
なった場合に、乳児院または児童養護施
設において、一時的に児童の養育を行う
ことで、児童及びその家族の福祉向上を
図ります。
・必要とするかたに制度の周知を図るた
め、広報誌等でＰＲに努めます。

行政
事業者

利用者数【人／
年】

0 0 0 14
・広報等で制度の周知を図り、希望者に制度の
概要を説明したが、利用には繋がらなかった。

△ 子育て相談課 2 1

維持・
継続事
業

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業の実
施

・保護者が必要な時に子育てのサポート
を受けられるよう、登録説明会を開催し
て援助会員の確保に努めるとともに、制
度の活性化とＰＲの強化に努めます。

行政
地域

利用延べ人数
【人】

1,504 1,208 791 1,400
・新型コロナウイルス感染拡大により、休校、
保護者の在宅勤務、主な援助活動内容である塾
の休み等により、送迎依頼の需要が減少した。

△ 子育て相談課 2 1

新規・
拡充事
業

子育て支
援に関す
る情報提
供の充実

・情報紙の発行や、広報誌、子育て応援
メール、ポスター、チラシ等により、子
育て支援事業の情報提供を行います。
・インターネットで気軽に情報が入手で
きるよう、ホームページの内容の充実と
迅速な情報の更新に努めます。

行政
保護者
事業者
地域

子育て支援に関
する情報紙、広
報誌への掲載回
数【回／年】

101 104 122 100
・通常の情報発信に加え、新型コロナウイルス
感染拡大に伴う事業の変更等を多数発信した。

◎ 子育て相談課　 2 2

新規・
拡充事
業

子育て世
代包括支
援セン
ターの推
進

・妊娠期から子育て期までの切れ目ない
支援のため設置している子育て世代包括
支援センターの取り組みを推進し、庁内
における子育て支援の連携・相互協力体
制の充実を図ります。

行政
会議開催回数
【回／年】

(新規) 2 0 4

・新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、会
議の開催を見送ったが、庁内における子育て支
援関係部署の連携・相互協力体制の充実に向け
て情報共有を図った。

△

こども未来課
保育課
こども課

子育て相談課
健康課

2 2

維持・
継続事
業

利用者支
援事業の
継続

妊娠期から子育て期の相談窓口である
「あさぴー子育てコンシェルジュ」（利
用者支援事業母子保健型）の体制を継続
します。

行政
利用者支援事業
の実施箇所数
【箇所】

(新規) 1 1 1

・平成29年度からあさぴー子育てコンシェル
ジュとして、保健師1名、助産師2名を配置して
いる。
・令和元年11月から新たに妊娠後期電話訪問事
業を開始し、妊娠・出産や育児の準備等に対す
る不安の緩和が図れるよう相談支援を行った。

◎ 健康課 2 2
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

子育て支
援ネット
ワークの
活用

・子育て家庭に対するきめ細かな保育
サービス、子育て支援サービスの提供が
効果的・効率的に行われるよう、主任児
童委員、保健師、保育士など子育てに関
わる代表者による、地域の子育て支援の
ネットワークを活用します。

行政
保護者
事業者
地域

- - - - - - - 子育て相談課 2 2

維持・
継続事
業

子育て支
援ボラン
ティアの
実施

・子育て支援センターをはじめ、さまざ
まな場において、子育て支援ボランティ
アの協力のもと、事業の充実を図りま
す。
・広報誌等でのＰＲや、子育て支援講座
受講者など、児童福祉に熱意のある市民
に呼び掛けるなどして、子育て支援ボラ
ンティアの人材確保に引き続き取り組み
ます。

行政
地域

託児ボランティ
ア、子育て応援
ボランティアの
会員数【人】

115 131 111 100
・会員増加に向けて、個別の勧誘や広報おわり
あさひへの掲載など記事の強化に努めた。新規
登録会員が22名と例年より多数となった。

◎ 子育て相談課 2 2

児童クラブ・学
童クラブの定員
数【人】

970 1,024 1,080 1,346
・令和2年4月から民間学童クラブ2箇所で定員
を増加した。

〇 こども課 2 3

児童クラブ・学
童クラブ数【箇
所（支援単
位）】

21 21 23 25
・民間学童クラブを2箇所増設した（第2はくほ
う、ふぁんふぁん2）。

〇 こども課 2 3

時間延長実施児
童クラブ数【箇
所】

4 4 4 4 ・継続して利用時間延長を実施した。 ◎ こども課 2 3

民間運営へ移行
した児童クラブ
数【箇所】

3 3 3 4
・継続して民間運営にて児童クラブの運営を
行った。

〇 こども課 2 3

利用延べ人数
【人】

118,411 105,701 59,859 150,000

・新型コロナウイルスの影響により利用者数が
減少した。
・コロナ禍においても児童の居場所を提供する
ため、閉館せず、開館を維持した。

〇 こども課 2 3

指定管理者運営
児童館数【館】

3 3 3 4

・3館において指定管理者による児童館の運営
を継続した。
・増加については、次期指定管理期間に向けて
検討する。

〇 こども課 2 3

整備計画に基づ
き実施した改修
等の件数（外
壁・屋根・空
調・内装・エア
コンの改修等）
【件】

(新規) 0 4 35
・藤池、白鳳、平子、本地ヶ原にて空調設備の
改修工事を実施した。
・今後も計画に基づき工事を実施していく。

〇 こども課 2 3

新規・
拡充事
業

児童・学
童クラブ
の充実

・公立児童クラブや民間学童クラブの整
備を進め、待機児童の解消をめざしま
す。
・民間学童クラブの運営支援を引き続き
行います。

行政
事業者
地域

新規・
拡充事
業

児童クラ
ブの時間
拡充・民
間運営の
推進

・民間学童クラブのない小学校区におい
て、公立児童クラブの利用時間を午後７
時まで延長します。
・市民サービス向上のため、公立児童ク
ラブを民間運営に移行します。

行政
事業者

新規・
拡充事
業

児童館の
充実

・関係団体と連携し、児童の健全育成や
発達支援等、利用ニーズに則した児童館
運営をめざします。
・指定管理者運営児童館数を増やし、市
民サービスの向上をめざします。
・老朽化した児童館の改修等を計画的に
実施し、施設環境の改善に努めます。

行政
事業者
地域
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

新規・
拡充事
業

尾張旭市
新・放課
後子ども
総合プラ
ンの策定
及び推進

・すべての児童の安全・安心な居場所を
確保するため、国の新・放課後子ども総
合プランに基づき、福祉及び教育の一体
的な放課後の居場所づくりの推進に関す
る本市のプランを策定し、取り組みを推
進します。

行政
保護者
事業者
地域

プラン策定数
【計画】

(新規) - 0 1
。関係課と調整の上、計画策定に着手した。
・令和3年度中に策定予定。

〇

こども未来課
こども課
学校教育課
生涯学習課

2 3

維持・
継続事
業

児童クラ
ブにおけ
るサポー
ト保育の
実施

・利用者ニーズの動向に応じて、引き続
きサポート保育を実施します。

行政
サポート保育の
実施クラブ数

9 9 9 9
・全ての児童クラブでサポート保育を実施し
た。

◎ こども課 2 3

維持・
継続事
業

ブックス
タート事
業の実施

・6か月児健康相談時に絵本をプレゼン
トし、ブックスタートボランティアの協
力を得ながら、ブックスタートの実演を
行います。
・ブックスタートを受ける親子の割合が
増えるよう、6か月児健康相談の受診率
を向上させるため、個人通知などで周知
を図ります。
・未受診者に対しても、未受診フォロー
の際に絵本を渡し、親子のコミュニケー
ションの大切さを伝えます。

行政
地域

6か月児健康相談
を受けた親子の
割合【%】

95.5 96.9 97.5 100

・保護者への受診勧奨や、未受診者フォローを
継続した結果、受診者が微増した。
・新型コロナウイルスの感染予防を図るため
ブックスタートボランティアによる実演は休止
し、保護者向けのちらし配付による事業周知と
した。

〇 健康課 2 3

維持・
継続事
業

子どもの
読書活動
の推進

・子ども読書活動推進計画に基づき、家
庭、地域及び学校における子どもの読書
活動を引き続き推進します。
・読み聞かせに必要な知識や技術の習得
を図るため、ボランティア養成講座を開
催します。

行政
保護者
地域

読み聞かせの開
催回数【回】

120 105 14 120

・実績値が基準値及び目標値を大きく下回っ
た。
・これは、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のために、読み聞かせ会を中止したこと
による。
・読み聞かせ会が実施できないため、代替手段
として、読み聞かせ動画の配信を行った。

〇 図書館 2 3

日常パトロール
の実施日数
【日】

287 281 285 295
・平日に加え、土曜日のパトロールで非行防止
の意識啓発活動をしており、概ね目標を達成し
ている。

〇
市民活動課
少年センター

2 3

非行防止パト
ロールの実施回
数【回】

22 18 0 16

・新型コロナウイルス感染症対策で、市民祭等
イベントが中止となり、非行防止パトロールも
中止となった。
・代替手段として、年末に市内コンビニエンス
ストア等店舗にポスターを掲示する等、啓発活
動を行った。

〇
市民活動課
少年センター

2 3

地域協力員の人
数【人】

397 409 410 400 ・地域のかたの参加で目標値を達成できた。 ◎
市民活動課
少年センター

2 3

維持・
継続事
業

青少年悩
みごと相
談

・悩みを抱える青少年やその家族、非行
を心配する保護者に対して、解決や立ち
直りの助言や援助を行います。

行政
相談延べ件数
【件】

328 383 379 300
・電話相談と市内を巡回して青少年に声かけを
行う街頭相談により、心配や悩みごとの相談に
応じることで、目標を達成できた。

◎
市民活動課
少年センター

2 3

維持・
継続事
業

青少年の
健全育成
活動の推
進

・地域協力員や市民団体と連携し、非行
防止のパトロールや意識啓発活動を推進
します。
・青少年の有害環境対策を推進します。

行政
地域
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

子育て家
庭に対す
る手当の
支給

・児童手当をはじめとする子育て家庭に
対する手当を支給し、子育て家庭を経済
的に支援します。

行政
子育て関連手当
の受給延べ人数
【人】

7,323 7,262 7,176 -

・【平均受給者数】児童手当6,616人、児童扶
養手当459人、遺児就額手当101人、合計7,176
人。
・少子化の影響で受給者は減少傾向にあるが、
今後も適切に支給する。

- こども課 2 3

新規・
拡充事
業

子ども会
活動の支
援

・地域の子どもたちの自主性と社会性を
高め、日常生活を健全で豊かなものとす
るため、新たな子ども会活動の支援方法
を検討します。

行政
保護者
地域

- - - - -

・令和2年度末にて市子連事業の活動終了が決
定した。
・令和3年度以降について、子ども会への新た
な支援方針を決定し、地域で活動する子ども会
を広く支援するため、市への登録受付を開始し
た。

- こども課 2 4

親子ふれあい教
室の延べ参加者
数【人】

200 448 556 210

・新型コロナウイルス感染症の影響もあった
が、発明クラブの発足やサイエンスショーのオ
ンライン配信を新規で行ったことこともあり、
参加者が大幅に増加した。

◎ 生涯学習課 2 4

親子天体観測教
室の延べ参加者
数【人】

149 180 90 250

・新型コロナウイルス感染症の影響及び天候に
左右され、年９回の実施予定のところ、３回の
みの実施となったことから、実績値は大幅に減
少した。しかし、各回の参加人数は、定員の３
０名であり、実施回数を確保できれば目標値に
達すると見込まれる。

〇 生涯学習課 2 4

維持・
継続事
業

家庭教育
の推進

・家庭教育力の向上を図るため、小学校
に家庭教育学級を設置し、学級単位で講
座、実習などを開催します。
・家庭教育学級生に負担の少ない開催方
法を検討するとともに、より充実した内
容をめざします。

行政
家庭教育学級生
の数【人】

416 419 264 380

・新型コロナウイルス感染症の影響により、１
学期及び３学期後半における教室の実施ができ
ず、参加人数が伸び悩む結果となった。
・一方で、各校において講座等を２～３回実施
できていたことから、感染症の影響がなく、実
施回数を確保できれば、目標値に達すると見込
まれる。

〇 生涯学習課 2 4

維持・
継続事
業

地域教育
力の推進

・「地域の教育力推進事業費補助金」の
活用をPRし、学校・家庭・地域の連携に
よる子どものための体験活動や研修事業
等を支援します。

行政
保護者
地域

補助金を活用し
た事業の件数
【件】

4 7 4 6

・市民活動支援センター等において、補助金の
ＰＲを行ったが、新型コロナウイルス感染症の
影響により、活動の中止が見られ、目標値は達
成しなかった。

△ 生涯学習課 2 4

維持・
継続事
業

ジュニア
リーダー
ズクラブ
活動の支
援

・サポート活動の機会が増えるよう情報
提供を行います。

行政
保護者
地域

ジュニアリー
ダー派遣回数

28 24 0 40

・新型コロナウイルス感染症の影響により、子
ども会活動の大半が中止となったため、ジュニ
アリーダーの派遣は皆減となった。今後は、コ
ロナ禍においての活動活性化の支援方法を検討
していく。

△ こども課 2 4

新規・
拡充事
業

親子ふれ
あい事業
の充実

・「親子ふれあい教室」「親子天体観測
教室」等を実施し、親と子が共に学び、
親子のふれあいを深める体験活動の場を
提供します。

行政
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

パパママ教室の
参加割合【%】

48 43.4 40.8 55

・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が発
出され、中止した期間があったが、その後は感
染対策を取りながら年間11回実施した。その他
個別対応にて相談に応じるなどの対策を取っ
た。

〇 健康課 2 5

すくすく子育て
講座の開催回数
【回】

28 26 13 28

・新型コロナウイルス感染症の影響により、子
育て支援センターを閉所したため、講座も中止
となった。
・講座は中止となったが、特に支援が必要と思
われる多胎児家庭については、子育てサロンに
て個別に対応した。

〇 子育て相談課 2 5

維持・
継続事
業

父親の子
育て参加
の推進

・パパママ教室などで父親の育児に関す
る学習機会を設け、意識啓発を推進しま
す。
・母子健康手帳交付時に父子健康手帳を
交付し、子育てに関する情報提供と意識
啓発を推進します。

行政
保護者

父子健康手帳の
交付率【%】

100 100 100 100
・母子健康手帳交付時に同時交付し、活用を促
した。

◎ 健康課 2 5

新規・
拡充事
業

歩道バリ
アフリー
の推進

・現状のなかで可能な範囲のスロープ改
良を実施し、段差の解消を進めます。

行政
歩道のバリアフ
リー化実施箇所
数【箇所】

355 361 380 390

・19箇所の歩道段差を解消することができた。
目標に向けて順調に推移しているが、より多く
のバリアフリー化を図るため、他事業者工事と
の同調などによる工事費縮減に努める。

〇 土木管理課 2 6

都市公園・児童
遊園・ちびっ子
広場の箇所数
【箇所】

134 134 134 134
・箇所数の変更はないが、子どもの遊び場や市
民にやすらげる公共空間として利用されるよ
う、各公園の整備を実施した。

◎ 都市整備課 2 6

自主的な公園の
維持管理団体数
【団体】

121 121 121 121
・引き続き、近隣の町内会や住民の方に声かけ
をし、公園愛護会の形成に努めた。

◎ 都市整備課 2 6

新規・
拡充事
業

防犯灯設
置におけ
る地域支
援事業の
推進

・自治会が設置、器具取替並びに維持管
理する防犯灯に対し設置費、器具取替費
及び電気料金を補助することにより、路
上犯罪等の抑止に努めます。
・引き続き、防犯灯の新規設置及びLED
への器具取替え補助の周知を図ります。

行政
地域

防犯灯設置支援
実績数【灯】

5,601 5,665 5,759 7,200

・市内の防犯灯設置数は前年度に比べて94灯増
加した。また、LED化率については70.57％から
77.7％となり大幅に上昇した。特定の地域では
一斉にLED器具に交換する等、地域の防犯意識
の向上が伺える。

〇 市民活動課 2 6

新規・
拡充事
業

親の育児
責任の醸
成

・パパママ教室や乳幼児健康診査・相談
などの機会を通じて、親になるための心
構えや悩みの解消などに努めます。

行政
保護者

新規・
拡充事
業

子どもの
遊び場の
確保

・公園等が、子どもの遊び場や市民にや
すらげる公共空間として利用されるよ
う、整備を進めます。
・公園愛護会による、地域住民の自主的
な公園の維持管理を促進します。
・新たに整備した都市公園等では、近隣
の町内会や住民の方に声かけをし、公園
愛護会の形成を促進します。

行政
地域
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

通学路の
安全対策
の推進

・北原山土地区画整理事業により、北原
山町を中心に、順次、歩道の整備を進め
ます。
・歩道設置の困難な通学路の路肩にカ
ラー塗装で明示を行い、安全・安心な歩
行空間を確保します。
・必要に応じて、通学路標識や警告看板
などの設置を行います。
・各校の通学路の安全点検調査を実施
し、通学路の安全確保や改善を行いま
す。

行政 - - - - -

・各校による通学路の安全点検調査を実施する
とともに、警察や道路関係者等の関係機関と合
同で点検を実施し、通学路の安全確保や改善を
行った。（学校教育課）

-

都市整備課
土木管理課
学校教育課
市民活動課

2 6

維持・
継続事
業

交通安全
教室の実
施

・幼児、児童生徒等の個々の状況に応じ
た交通安全教室などを実施し、交通安全
意識と交通安全マナーを高めます。

行政
地域

交通安全教室の
実施回数【回】

90 84 12 70

・保育園等での交通安全教室を実施したが、新
型コロナウイルス感染症対策によりシニアクラ
ブ等の出前講座実施しなかったため、実施回数
が減少した。

△ 市民活動課 2 6

維持・
継続事
業

３人乗り
自転車の
購入補助

・安全に配慮した３人乗り自転車の普及
と、子育て世帯の経済的負担を軽減する
ため、購入費の補助を行います。

行政
３人乗り自転車
購入補助件数
【件】

14 10 8 15

・購入補助件数が近年減少傾向にある。子育て
世帯の経済的負担軽減に貢献できる事業ではあ
るが、今後の支援事業について検討する必要が
ある。

△ 子育て相談課 2 6

維持・
継続事
業

利用しや
すい公共
施設の整
備促進

・公共施設に子連れでも利用しやすいト
イレ内のベビーシート、授乳スペース、
施設内のベビーカー等の整備・設置等
を、関係機関の協力を得ながら進めま
す。

行政
事業者

- - - - - - - 関係各課 2 6

維持・
継続事
業

危険箇所
対策の推
進

・地域における子どもたちの遊び場、た
め池等の危険箇所を把握するとともに、
必要な整備や防護柵の設置改善を行い、
子どもへの安全に対する意識を高めるた
めの教育を推進します。

行政 - - - - - - - 関係各課 2 6

維持・
継続事
業

地域防犯
パトロー
ル支援事
業の推進

・地域における自主的な防犯活動の取り
組みを支援します。
・年２回の連絡会を通して、犯罪状況な
どを情報共有し、防犯の意識高揚を図り
ます。

行政
地域

支援パトロール
団体数【団体】

53 53 60 60
・自主防犯パトロール団体に青色帽子、腕章、
反射ベストなど物的支援及び活動費補助金を交
付した。

〇 市民活動課 2 6

維持・
継続事
業

見せるパ
トロール
の推進

・公用車等に「防犯パトロール実施中」
のマグネットシートの表示や、青色回転
灯パトロール車による巡回パトロールの
実施など、見せるパトロールを推進しま
す。

行政
実施事業数【事
業】

2 2 13 2

・「防犯パトロール実施中」が貼られた公用車
や青色回転灯パトロール車による市内巡回を
行った。また、防犯パトロール隊と合同で青色
回転灯パトロール車による市内パトロールを全
市域で実施した。

◎ 市民活動課 2 6

維持・
継続事
業

児童の連
れ去り防
止対策の
実施

・幼稚園や保育所の幼児と小学生にビデ
オ上映やチラシの配布などにより、防犯
意識の高揚を図ります。
・小学生一人ひとりに防犯ブザーを配布
し、引き続き連れ去り予防の指導を実施
します。

行政
保護者
事業者

子どもの防犯教
室の実施回数
【回】

23 23 23 26

・全小学校新１年生を対象に「連れ去り防止教
室」の実施や保育園で防犯教室を開催した。
（市民活動課）
・新入学児童へ防犯ブザーを配布し、連れ去り
予防の指導を実施した。（学校教育課）

〇
市民活動課
保育課

学校教育課
2 6
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

かけこみ
110番など
防犯対策
の実施

・子どもが犯罪等にあったときに避難場
所となる「かけこみ110番の家」などの
防犯ボランティア活動を支援します。

行政
地域

かけこみ１１０
番の家の協力軒
数【軒】

753 754 756 850

・新型コロナウイルス感染症の影響により、新
規登録を依頼する機会は減少したものの、引き
続き、各小学校と連携し、地元へ「かけこみ
110番」の協力依頼を実施した。

〇 市民活動課 2 6

維持・
継続事
業

スクール
ガードに
よる見守
り活動の
促進

・スクールガードによる、児童の登下校
の際の安全の見守り活動を促進します。

行政
地域

- - - - -
・帽子やベスト等の必要資材を配布し、スクー
ルガードによる児童の登下校時の安全見守り活
動の促進を図った。

- 学校教育課 2 6

維持・
継続事
業

児童虐
待・ＤＶ
相談体制
の継続

・児童虐待事案やＤＶ相談に対し、適切
な対応ができるよう、相談員の資質向上
を図ります。
・児童虐待防止に対する関心や理解が得
られるよう、児童虐待防止のシンボルで
あるオレンジリボンを活用した取り組み
を推進します。

行政
児童虐待・DV相
談の相談員数
【人】

3 3 4 3

・相談員を1名増員し、児童虐待・DV相談対応
への充実を図った。
・11月の児童虐待防止推進月間に合わせ、オレ
ンジキャンペーンを実施し、親子での遊び場所
など、地域の子育て資源を紹介した。

◎ 子育て相談課 3 1

維持・
継続事
業

児童虐待
防止ネッ
トワーク
による連
携

・要保護児童の早期発見や対応、適切な
継続支援に向けた協議の場として、尾張
旭市要保護児童対策地域連携会議を運営
し、関係機関で情報を共有するととも
に、連携して必要な支援を行います。

行政

ネットワーク会
議の開催回数
（代表者会議、
実務者会議）
【回／年】

13 13 13 13

・下記連携会議を運営し、関係機関で情報共有
及び連携を図り、必要な支援を実施した。
・代表者会議：年1回（書面開催）
・実務者会議：年12回

◎ 子育て相談課 3 1

訪問実施率【%】 100 100 100 100 ・全世帯（621件）への訪問を実施した。 ◎ 子育て相談課 3 1

面会達成率【%】 100 100 100 100
・後日訪問や来所依頼を行うことで、全世帯
（621件）と面会等を実施した。

◎ 子育て相談課 3 1

年間延べ訪問件
数【人】

(新規) 612 621 550 年間延べ件数は、近年横ばい傾向にある。 ◎ 子育て相談課 3 1

維持・
継続事
業

養育支援
訪問事業
の実施

・ハイリスク妊産婦・出産後の育児に関
する支援を通し、母子の健康管理や養育
に関して、専門的支援が必要であると検
討されたケースに実施します。
・食事、生活環境等について不適切な養
育状態にあるなど、虐待の恐れやそのリ
スクを抱える家庭に対し、養育支援訪問
を行います。

行政
養育支援訪問者
数【人】

2 1 2 10

・健康課での養育支援訪問を多胎出産者も利用
できるようにしたことで1件（延べ27回）の利
用があった。今後も適切に利用できるよう、周
知・勧奨していく。（健康課）
・ハイリスク妊産婦で、出産後の育児面や健康
管理等で支援が必要と思われるかたに、支援を
実施した。（子育て相談課）

△
健康課

子育て相談課
3 1

維持・
継続事
業

ＣＡＰプ
ログラム
の普及

・子どもが自らの権利について学び、生
きる力を引き出すＣＡＰプログラムを普
及します。

行政
CAPプログラム研
修の実施校数
【校】

9 9 0 9

・新型コロナウイルス感染状況を鑑み、実施で
きなかった。その代わりにＣＡＰが制作した教
員・保護者・子ども向けの動画を教員へ紹介し
た。

△ 子育て相談課 3 1

維持・
継続事
業

すくすく
赤ちゃん
訪問の実
施

・子育て情報の提供や養育環境の把握を
行うため、生後４か月までの赤ちゃんが
いる家庭を全戸訪問するとともに、支援
が必要な家庭に対しては、養育支援訪問
などの検討を進めます。

行政
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

発達が気
になる子
どもへの
支援

・発達が気になる子どもとその保護者に
対し、こどもの発達センターを中核機関
として、保健・福祉・教育の各部署が連
携し、子どもの成長に合わせ、一貫した
支援をめざします。

行政 - - - - - - -
こどもの発達セ

ンター
3 2

維持・
継続事
業

ピンポン
パン教室
の充実

・発達に心配のある就学前児童とその保
護者を対象に、遊びや日常の活動を通し
て、生活習慣の自立や社会性の発達を促
します。
・児童の状況に配慮し、母子分離（単独
通園）の実施、各専門家による養育発達
相談、保護者の交流、保育園体験、保育
との交流など教室の内容充実に努めま
す。

行政
ピンポンパン教
室の定員数
【人】

30 30 30 30

・遊びや日常の活動を通して、生活習慣の自立
や社会性の発達を促すとともに、理学療法士、
作業療法士、臨床心理士等の専門家による療育
発達相談、保護者の交流、保育園体験等を実施
した。就園に向けて利用を開始するケースも多
く、年度末に向け利用者が増える傾向にある。

◎
こどもの発達セ

ンター
3 2

維持・
継続事
業

障がい者
医療費等
の助成

・１～３級のいずれかの身体障害者手帳
を所持するかたや知能指数が50以下に該
当する知的障がいのあるかた、自閉症症
候群と診断されたかたなどに、医療保険
適用分の自己負担額を助成します。
・特定医療費（指定難病）受給者証所持
者に保険適用分の入院医療費を助成する
「指定難病患者等医療費助成」を実施し
ます。

行政
障がい者医療費
の受給者数
【人】

700 707 725 -
・受給者数は、昨年707人より+18人
助成額は対前年比▲1.4％
※基準値に指定難病患者等医療費助成3人を追
加。

- 保険医療課 3 2

維持・
継続事
業

障がい児
の福祉
サービス
の実施

・障がい児及びその家族が地域で安心し
て生活できるよう、障害児通所等の福祉
サービスを継続して実施します。

行政
障害児通所サー
ビス等の利用者
数【人】

182 180 204 249
・市内児童発達支援及び放課後等デイサービス
の開所の増加に伴い、利用者数が増加してい
る。

〇 福祉課 3 2

維持・
継続事
業

障がい福
祉計画等
の推進

・３か年を計画期間とする「尾張旭市第
６期障がい者計画・第６期障がい福祉計
画・第２期障がい児福祉計画」を策定し
ます。
・今後の国の動向を注視し、計画的な
サービス提供が行えるよう、計画を推進
します。

行政
計画の策定数
【計画】

1 1 1 1

・国の指針及び昨年度実施したアンケート・ヒ
アリング結果等に基づき、「尾張旭市第6期障
がい者計画・第6期障がい福祉計画・第2期障が
い児福祉計画」を策定した。（福祉課）
・「尾張旭市第６期障がい者計画・第６期障が
い福祉計画・第２期障がい児福祉計画」の策定
に向けて、策定会議において支援施策等を検討
した。（こども発達センター）

◎
福祉課

こどもの発達セ
ンター

3 2

維持・
継続事
業

児童扶養
手当受給
者への就
労支援

・生活保護受給者等就労自立促進事業に
より、児童扶養手当受給者で就労意欲の
高いかたに対して、ハローワークと連携
して就労支援を実施します。

行政
事業者

支援申込者数
【人】

11 9 14 11

・ハローワークでの支援申込者14人。来年度以
降も引き続き、ハローワークと連携を図り、修
了支援を実施する。

◎ こども課 3 3

維持・
継続事
業

ひとり親
家庭の相
談・指導
体制の継
続

・ひとり親家庭の増加及び経済状況を鑑
み、母子・父子自立支援員による相談を
継続して実施します。

行政

母子・父子自立
支援員による相
談日数【日／
週】

4 4 5 5
・母子・父子自立支援員を1人配置し、ひとり
親家庭の相談を適切に行った。

◎ こども課 3 3
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

ひとり親
家庭等の
日常生活
の支援

・ひとり親家庭等日常生活支援事業を実
施します。
・登録支援員を拡大し、支援体制の充実
に努めます。

行政
地域

ひとり親家庭等
日常生活支援事
業への登録支援
員数【人】

3 3 3 3
・引き続き登録者3名の登録があり、支援体制
を整えた。

◎ こども課 3 3

維持・
継続事
業

母子・父
子家庭の
就労自立
支援

・就業相談を実施します。
・母子家庭自立支援給付金及び父子家庭
自立支援給付金の支給を通じ、母子・父
子家庭の自立を支援します。

行政

母子家庭自立支
援給付金及び父
子家庭自立支援
給付金の受給者
数【人】

7 12 9 6
・高等職業訓練促進給付金を5人、高等職業訓
練修了支援給付金を3人、自立支援教育訓練給
付金を1人に支給し、自立を支援した。

◎ こども課 3 3

維持・
継続事
業

母子・父
子家庭医
療費の助
成

・18歳以下の児童を扶養している配偶者
のいない保護者（配偶者に重度の障がい
のある父母を含む。）とその児童や、父
母のいない18歳以下の児童に、医療保険
適用分の自己負担額を助成します。

行政
母子・父子家庭
医療費の受給者
数【人】

1,252 1,170 1,127 -

・受給者数は、昨年より▲43人
対前年比▲3.7％（昨年1,170人）
助成額も対前年比▲10.8％

- 保険医療課 3 3

維持・
継続事
業

各種経済
支援のＰ
Ｒの推進

・ひとり親家庭に対するさまざまな経済
支援について、広報誌やホームページ等
を通じて周知に努めます。

行政

ひとり親家庭の
各種経済支援に
関する記事の広
報掲載回数【回
／年】

7 6 9 6

・ひとり親家庭各種手当制度1回、児童扶養手
当等現況届1回、就労支援講習会3回、ひとり親
世帯臨時特別交付金3回を広報に掲載した。
（こども課）

◎
こども課
保険医療課

3 3
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

母子健康
手帳の交
付と活用
の推進

・妊娠届出書を持参した妊婦に対して、
母子健康手帳を交付し、活用方法等の説
明を行います。

行政

母子健康手帳の
交付を受けてい
る妊婦の割合
【%】

100 100 100 100
・妊娠届出書の裏面、ホームページに母子健康
手帳交付案内を掲載した。母子健康手帳交付者
すべてに活用方法等の説明を実施した。

◎ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

妊娠届出
時のアン
ケートの
実施

・妊娠の届出をした妊婦（母子健康手帳
交付時）にアンケート調査を行い、現状
の把握を行います。

行政
アンケートへの
回答割合【%】

100 100 100 100

・母子健康手帳を交付した妊婦または家族のす
べてにアンケートを記載してもらい、その内容
に基づいて聞き取りを行い、今後の支援の必要
性を判断した。

◎ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

ハイリス
ク妊婦へ
の支援

・妊娠・出産にリスクを伴う可能性が高
いハイリスク妊婦に対し、母子保健コー
ディネーターを中心に、継続的に保健師
が関わっていくことで、安全な出産を支
援します。

行政 - - - - -
・母子健康手帳交付時に全妊婦と面接すること
で、ハイリスク妊婦を早期に把握し、妊娠期か
ら支援計画に基づいた支援を実施した。

- 健康課 4 1

維持・
継続事
業

パパママ教室の
参加割合【%】

48 43.4 40.8 55

・新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が発
出され、中止した期間があったが、その後は感
染対策を取りながら年間11回実施した。その他
個別対応にて相談に応じるなどの対策を取っ
た。

〇 健康課 4 1

維持・
継続事
業

すくすく子育て
講座の開催回数
【回】

28 26 13 28

・新型コロナウイルス感染症の影響により、子
育て支援センターを閉所したため、講座も中止
となった。
・講座は中止となったが、特に支援が必要と思
われる多胎児家庭については、子育てサロンに
て個別に対応した。

〇 子育て相談課 4 1

維持・
継続事
業

妊婦健康診査の
受診率【%】

100 100 100 100

・妊娠届出書が確認できた市内に住民票のある
妊婦に対し、妊婦・産婦・乳児健康診査受診券
を交付し、健診費用を補助した。
・交付後の転出や早産や流産等で、途中までし
か受診券を使用していない場合等を除けば、基
本的に出産まで受診できている。

◎ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

乳幼児健康診査
の受診率【%】

96.1 95.9 97.1 97

・R元年1月～3歳児健診にて視機能検査を実
施。必要時、健診内容や重要さを保護者へお伝
えしたり、未受診者へも勧奨を行っている。結
果、受診率が微増した。

◎ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

妊婦健康診査の
受診人数【人】

(新規) 612 606 434
・早産や流産等で、途中までしか受診券を使用
していない場合等を除けば、基本的に出産まで
受診できている。

◎ 健康課 4 1

親の育児
責任の醸
成（※再
掲）

・パパママ教室や乳幼児健康診査・相談
などの機会を通じて、親になるための心
構えや悩みの解消などに努めます。

行政

健康診査
の実施

・妊婦、産婦及び乳児健康診査の受診券
を交付し、経済的な負担の軽減を図り、
母子の健康管理に努めます。
・３か月、１歳６か月、３歳児健康診査
及び６か月、２歳３か月児健康相談（歯
科健康診査含む）を実施します。
・未受診児の保護者に対し、訪問・電話
等で受診勧奨及び成長・発達の確認を行
います。

行政
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

母子保健
に関する
事業の実
施

・育児不安の大きい保護者や、発達を見
守る必要のある子どもに対し、保健師・
歯科衛生師・管理栄養士・助産師による
家庭訪問や面接、電話相談を実施しま
す。

行政 - - - - -

・相談内容に応じて、専門職が対応し、職員間
で情報を共有して、対象に適したアドバイスが
できるようにした。
・令和元年11月から新たに妊娠後期電話訪問事
業を開始し、妊娠・出産や育児の準備等に対す
る不安の緩和が図れるよう相談支援を行った。

- 健康課 4 1

維持・
継続事
業

産婦・新
生児訪問
の実施

・出産後間もない子どもの発育状況を把
握し、母親の健康状況をみながら授乳指
導及び育児不安の解消のための支援を行
います。
・母親の育児不安の軽減に向け、新生児
訪問希望者及びハイリスク者・低出生体
重児に対し、訪問を行い、安心して育児
ができるよう助言、情報提供を行いま
す。

行政

産婦・新生児訪
問実施率【%】
（実施件数
【件】）

100
(237)

100
(202)

100
(211)

100
(200)

・訪問を希望するすべての産婦・新生児に訪問
することが出来た。

〇 健康課 4 1

維持・
継続事
業

産後ケア
事業の実
施

・産後の心身の不調や子育てに不安のあ
る母親を対象に、指定助産所でのショー
トステイを行います。
・産科医療機関に対して、制度内容を周
知し、産後支援が必要なケースを紹介し
てもらえるよう働きかけます。

行政 利用者数【人】 1 2 0 2

・母子健康手帳交付時に制度について周知する
とともに、産科医療機関からの紹介を受けて利
用を検討するケースもあったが、利用には至ら
なかった。

△ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

養育支援
訪問事業
（※再
掲）

・ハイリスク妊産婦・出産後の育児に関
する支援を通し、母子の健康管理や養育
に関して、専門的支援が必要であると検
討されたケースに実施します。
・食事、生活環境等について不適切な養
育状態にあるなど、虐待の恐れやそのリ
スクを抱える家庭に対し、養育支援訪問
を行います。

行政
養育支援訪問者
数【人】

2 1 2 10

・健康課での養育支援訪問を多胎出産者も利用
できるようにしたことで1件（延べ27回）の利
用があった。今後も適切に利用できるよう、周
知・勧奨していく。（健康課）
・出産後の育児面や母子の健康管理等で支援が
必要と思われるかたに、支援を実施した。（子
育て相談課）

△
健康課

子育て相談課
4 1

維持・
継続事
業

離乳食教
室の推進

・離乳食の基本知識・食の重要性を、講
話と実習を通して周知します。

行政
離乳食教室の開
催回数【回】

6 5 5 6

・新型コロナウイルスの影響で1回中止になり
目標値には至らなかったものの、年間5回開催
した。教室は、母59名が参加した。概ね計画通
り開催できた。

〇 健康課 4 1

維持・
継続事
業

妊産婦栄
養教室の
実施

・食材のうまみを生かした食事の大切さ
を、妊娠期から学び、食生活の見直し、
改善に向けて実践できるように、講話と
実習を通して周知します。

行政
妊産婦栄養教室
の開催回数
【回】

2 4 4 4

・新型コロナウイルス感染拡大予防対策のた
め、調理実習を中止した教室内容にした中で、
参加者数10名（妊婦４名）と昨年よりは減少し
たが、計画通り開催できた。

◎ 健康課 4 1

維持・
継続事
業

予防接種
事業の実
施

・各健診にて予防接種の確認や勧奨を行
います。
・未接種者へは電話や通知等で接種勧奨
を実施します。
・保護者が責任を持って、子どもの予防
接種を進められるよう、有効性について
周知を図ります。

行政
予防接種の接種
率【%】

102.5 97.7 102.1 95

・前年度に不足したヒブワクチンの供給量が改
善され、接種率が向上した。
・新型コロナウイルス感染症の蔓延により、前
年度に定期の予防接種を控えていた対象者が、
R2年度に接種したことも接種率向上の要因と考
えられる。

◎ 健康課 4 1
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第２期尾張旭市子ども・子育て支援事業計画進捗状況確認調書

事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

離乳食教
室の推進
（※再
掲）

・離乳食の基本知識・食の重要性を、講
話と実習を通して周知します。

行政
離乳食教室の開
催回数【回】

6 5 5 6

・新型コロナウイルスの影響で1回中止になり
目標値には至らなかったものの、年間5回開催
した。教室は、母59名が参加した。概ね計画通
り開催された。

〇 健康課 4 2

維持・
継続事
業

保育園給
食、学校
給食にお
ける地域
の食材の
活用

・給食材料に地域でとれた食材を取り入
れ、安全でおいしく栄養バランスのとれ
た給食を提供します。
・アレルギー除去食の増加に努めます。

行政
保育園の行事食
及びテーマ食の
提供回数【回】

44 45 44 44
・七夕・節分などの行事食に加え、世界の料理
を提供するテーマ食の日を設けた。
・今後も継続する。（保育課）

◎
保育課

学校給食セン
ター

4 2

維持・
継続事
業

望ましい
食習慣の
定着

・第３次尾張旭市食育実行プランに基づ
き、健全な食生活の推進を図ります。
・健診時の講和や教室の開催等を通し
て、適切な食事や食事の楽しさ、大切さ
を伝えていきます。
・健診時等に、子どもの偏食や少食など
に関する相談を実施します。
・保育所や学校等において、乳幼児期か
ら正しい食事の摂り方や望ましい食習慣
を身につけられるよう、食に関する指
導・啓発を行います。

行政

食の安全性に不
安を感じている
人の割合【%】
（健康あさひ21
計画アンケー
ト）

- 25.6% - 31以下

・第3次尾張旭市食育実行プランに基づき、健
全な食生活の推進を図っている。（産業課）
・栄養教諭による指導等を通して、正しい食事
の摂り方や望ましい食習慣を身につけられるよ
う、食に関する指導・啓発を行った。（学校教
育課）
・健診時や各種教室時に、食生活についての講
話及び助言等を行っている。（健康課）

-

産業課
健康課
保育課

学校教育課
学校給食セン

ター

4 2

維持・
継続事
業

食文化の
継承

・保育所において、子ども参加型の調理
実習や、野菜の栽培を通じて食に対する
文化等の継承を行います。

行政
食に関するイベ
ント開催回数
【回】

3 11 11 4
・１１園において尾張旭市健康づくり食生活改
善協議会による食育巡回を実施した。
・次年度以降も継続する。

◎ 保育課 4 2

維持・
継続事
業

思春期保
健対策の
実施

・児童生徒を対象に性に関する正しい知
識の普及に努めます。
・思春期の健康や性の悩みについて適切
に対応するため、専門家との連携のも
と、相談体制の充実に努めます。

行政 - - - - -
・学級担任と養護教諭が中心となり、児童生徒
を対象に性に関する正しい知識の普及に努め
た。（学校教育課）

-
学校教育課
健康課

4 3

維持・
継続事
業

思春期家
庭教育学
級の推進

・思春期の子どもを持つ親の悩みや不安
を軽減するため、継続して思春期家庭教
育学級を実施します。
・より多くの保護者が参加できるよう、
思春期家庭教育学級について広く周知し
ます。

行政
思春期家庭教育
学級の延べ受講
者数【人】

194 259 115 220

・新型コロナウイルス感染症の影響により、前
期学級が中止となったことから、目標値には達
しなかった。
・また、各年度から引き続き、部分参加を認め
るといった取り組みもあり、一定の受講者の確
保につながっている。

〇 生涯学習課 4 3

新規・
拡充事
業

かかりつ
け医制度
の推進

・身近な地域で安心して医療が受けられ
るように、かかりつけ医の必要性を啓発
します。
・広報、ホームページによる啓発を加
え、各種健診、教室などで周知を図りま
す。

行政
かかりつけ医を
持つ割合【%】

72 74.7 - 80

・R2はまちづくりアンケート未実施のため、数
値未取得であるが、R1実績値では基準値と比較
して2.7ポイント増加しており、今後も目標に
向け、周知・啓発を図る。

- 健康課 4 4
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

子ども医
療費の助
成

・出生から15歳（中学３年生）の年度末
まで医療保険適用分の自己負担額を助成
します。

行政
子ども医療費の
受給者数【人】

11,600 11,571 11,487 -
・受給者数は、昨年より▲84人
対前年比▲0.7％（昨年11,571人）
助成額も対前年比▲17.8％

- 保険医療課 4 4

維持・
継続事
業

未熟児養
育医療の
給付

・身体の発育が未熟のまま出生し、生活
能力が特に薄弱で保育器を利用する等の
入院養育が必要な乳児（１歳に満たない
者）に、その治療に必要な医療費を公費
で負担します。

行政
未熟児養育医療
の給付件数
【件】

29 27 25 -
・助成件数は、昨年より▲2件
対前年比▲7.4％（昨年27件）
助成額も対前年比▲3.0％

- 保険医療課 4 4

維持・
継続事
業

小児医療
機関等の
情報提供

・安心して小児医療機関での診察が受け
られるように、休日や夜間における小児
専門の救急医療機関等の情報提供を行い
ます。

行政 - - - - -

・母子健康手帳交付時に愛知県小児科救急電話
相談（＃8000）の周知を図った。
また、3～4か月児健康診査時に「こどもの救急
ハンドブック」（市独自作成）を配付し情報提
供も行った。

- 健康課 4 4

維持・
継続事
業

こどもの
救急ハン
ドブック
の配布

・乳幼児の急病時の適切な対応や受診方
法を情報提供するため、「こどもの救急
ハンドブック」を作成し、乳幼児健診等
で配布します。

行政
乳幼児健診での
配布率【%】

100 100 100 100 ・乳幼児健診で全員に配布することができた。 ◎ 健康課 4 4

維持・
継続事
業

育児休業
制度の啓
発

・育児休業制度の啓発活動やファミ
リー・フレンドリー企業の普及啓発など
に取り組み、育児休業制度の周知・利用
促進を進め、制度の定着を図ります。

行政
事業者

愛知県ファミ
リー・フレンド
リー企業への登
録企業数【企
業】

3 4 4 5

・基準値と比較し、登録企業数は１社増加し
た。これは、市ホームページにファミリー・フ
レンドリー企業登録制度のリンク先を掲載する
などの情報提供に努め、市内企業への周知と登
録の推進が図られていることが要因の一つと考
えられる。（産業課）

〇
多様性推進課
産業課

5 1

維持・
継続事
業

育児休業
からの円
滑な復帰
支援の推
進

・安心して育児休業を取得することがで
きるように、予約入園を引き続き行いま
す。
・育児休業明けの職場復帰がスムーズに
行えるように、保育の必要性の認定にお
いて、調整指数上の優先度を高めます。

行政
事業者

4月1日現在の予
約入園受付者数
【人】

123 136 136 120
・年間を通しての入園受付を継続している。今
後も制度を継続する。

◎ 保育課 5 1

維持・
継続事
業

ワーク・
ライフ・
バランス
の推進

・第２次尾張旭市男女共同参画プランに
基づき、男女がともに働きやすく、仕事
と子育て・家庭生活等が両立できる環境
づくりを進めます。

行政 - - - - -

・「商工会だより」への記事掲載や市役所ロ
ビーでの育児休業制度、長時間労働是正に関す
るパネル展示等を通じて、ワーク・ライフ・バ
ランスの実現に努めた。

-
多様性推進課
産業課

5 2

維持・
継続事
業

父親の子
育て参加
の推進
（※再
掲）

・パパママ教室などで父親の育児に関す
る学習機会を設け、意識啓発を推進しま
す。
・母子健康手帳交付時に父子健康手帳を
交付し、子育てに関する情報提供と意識
啓発を推進します。

行政
保護者

父子健康手帳の
交付率【%】

100 100 100 100
・母子健康手帳交付時に同時交付し、活用を促
した。

◎ 健康課 5 2
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事業
区分

事業名 内容 実施者 成果指標
基準値
（H30）

実績値
（R1）

実績値
（R2）

目標値
（R6）

R2年度実績値の分析
（計画の進捗状況）

評価 担当課
基本
目標

施策

維持・
継続事
業

子どもの
権利擁護
に関する
意識啓発

・「子どもの権利条約」の理念に基づ
き、子どもが愛情をもって育まれ、毎日
をのびのびと生き、自分らしく豊かに成
長し、発達していくことができるよう
に、子どもにとって大切な権利の保障に
関する意識啓発を行います。

行政 - - - - -

・子どもの権利条約の理念である「成長途中で
ある子ども達の権利が守られ、いじめ、虐待、
貧困、体罰等のない社会の実現を目指す」を踏
まえ、今後も第２期子ども・子育て支援事業計
画の基本目標の１つとして掲げる「子どもの権
利擁護」に基づき、子ども達自身や、それを取
り巻く大人達の意識の向上に繋がるよう、時代
の動向や市民ニーズ、現場の職員の声なども踏
まえながら、様々な取り組みを丁寧に実施す
る。

-
こども未来課
子育て相談課

6 1

維持・
継続事
業

ＣＡＰプ
ログラム
の普及
（※再
掲）

・子どもが自らの権利について学び、生
きる力を引き出すＣＡＰプログラムを普
及します。

行政
CAPプログラム研
修の実施校数
【校】

9 9 0 9

・新型コロナウイルス感染状況を鑑み、実施で
きなかった。その代わりにＣＡＰが制作した教
員・保護者・子ども向けの動画を教員へ紹介し
た。

△ 子育て相談課 3 1

維持・
継続事
業

子どもの
まちづく
りへの参
加促進

・子どもの意見等を参考にしたまちづく
りを推進します。

行政
市長を囲む子ど
も会議の開催回
数【回／年】

1 3 1 1

・12/1に旭中（1-E）へ赴き、給食の時間を利
用して開催。コロナ禍での開催のため、感染症
対策を徹底して実施。
市長が話し、その後質疑応答という形で、生徒
から多くの意見を得た。

◎ 広報広聴課 6 2
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